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令和８年度全国学力・学習状況調査 学力調査の結果概要 令和８年４月２３日実施 

◇ 小学校では、国語は大阪府平均、全国平均ともに上回っています。 

  算数は大阪府平均を上回っており、全国平均と同等です。 

◇ 中学校では、国語は大阪府平均、全国平均ともに下回っています。 

  数学、英語は大阪府平均と同等、全国平均を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

平均正答率（％） 

高石市 

（公立） 

大阪府 

（公立） 

全国 

（公立） 

国語 ６３ ５９ ６０.９ 

算数 ５７ ５６ ５６.４ 

    

中学校 

平均正答率（％） 

高石市 

（公立） 

大阪府 

（公立） 

全国 

（公立） 

国語 ５９ ６１ ６３.９ 

数学 ５５ ５５ ５７.０ 

英語 ５１.７ ５２.３ ５２.９ 

平均正答率からわかる本市小・中学校別結果の概要について 

 

上表の本市平均正答率の数値データは、市内の全小学校・全中学校のデータに基づいて表し

ています。 

※平成２９年度より、国からの結果公表（国語・算数/数学）が整数値のため、本市及び大阪

府の平均正答率は整数で表しています。 

 

 

（１）調査の目的 

◇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況 

 を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る 

◇学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる 

◇そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する 

（２）調査内容 

Ⅰ…教科に関する調査 小学校：国語・算数   中学校：国語・数学・英語 

Ⅱ…アンケート調査 児童生徒対象・学校対象 

 

（３）調査対象 

小学校第６学年（高石市：７校 児童数：４３８人）  

中学校第３学年（高石市：３校 生徒数：３５４人） 

 

（４）調査実施日 

令和８年４月２３日（木） 

 

（５）調査結果の取扱いについて 

○ 本調査は、競争を目的とするものではなく、すべての子どもたちの学力や学習状況を把握し

分析することにより、教育及び教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ることを目的と

している。 

○ 本調査により測定できる学力は特定の一部であり、学校における教育活動の一側面を示すも

のである。 
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  ※全国の平均正答率を 100としたときの各教科の平均正答率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力調査結果 小学校 

平均正答率(％) 無解答率(％) 

【参考】対全国比の経年比較 

各教科の状況 

【国語】 【算数】 

○小学校国語 

 平均正答率は 63％で、全国平均を 2.1 ポイント上回った。特に

「言葉の特徴や使い方」の領域については、全国平均を5.3ポイン

ト上回っており、成果が見られる。また、「書くこと」「読むこと」

の領域については全国平均を下回った。引用して、自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫することや、文章を読んで理解したこ

とに基づいて、自分の考えをまとめることが十分にできていない児

童が多い。（課題となる問題例をP.13に掲載しております） 

 

○小学校算数 

平均正答率は57％で、全国平均を0.6ポイント上回った。特に「デ

ータの活用」の領域については、全国平均を 2.8ポイント上回って

おり、成果が見られる。また、「変化と関係」の領域については全国

平均を上回っているものの、正答率が 41.6%と課題が見られる。問

題場面の数量の関係に着目し、二つの量の割合として捉えられる数

量の関係について考察することが十分にできていない児童が多い。

（課題となる問題例をP.14に掲載しております） 
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※全国の平均正答率を 100としたときの各教科の平均正答率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力調査結果 中学校 

平均正答率(％) 無解答率(％) 

【参考】対全国比の経年比較 

各教科の状況 

【国語】 【数学】 

○中学校英語 

 平均正答率は51.7％で、全国平均を1.2ポイント下回った。 

その中でも、「聞くこと」「書くこと」の領域について課題が見

られる。日常的な話題について、概要を捉えることや事実を考

え、気もちなどを整理し、まとまりのある文章を書くことが十

分にできていない生徒が多い。 

（課題となる問題例をP.17に掲載しております）   

○中学校国語 

 平均正答率は59％で、全国平均を4.9ポイント下回った。 

その中でも、「話すこと・聞くこと」「読むこと」の領域につい

て課題が見られる。互いの立場や考えを尊重し、結論に向けて

考えをまとめることや文章を読み、理解したことを基に、自分

の考えを深めることが十分にできていない生徒が多い。 

（課題となる問題例をP.15に掲載しております） 

○中学校数学 

 平均正答率は55％で、全国平均を2.0ポイント下回った。そ

の中でも、「関数」「データの活用」の領域について課題が見ら

れる。数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決

の方法を数学的に説明することや、累積度数の意味を理解する

ことが十分にできていない生徒が多い。   

（課題となる問題例をP.16に掲載しております） 

高石市 大阪府 全国 対府差 対国差

国語 6.4 5.8 4.9 0.6 1.5

数学 13.3 12.3 10.4 1.0 2.9

英語 4.4 4.3 3.4 0.1 1.0

中学校
国語

領域 市 府 国 府比 国比

59.7 60.4 63.0 98.8 94.8

66.3 66.8 70.4 99.3 94.2

56.8 60.2 63.9 94.4 88.9

62.6 64.5 67.4 97.1 92.9

53.3 56.8 59.7 93.8 89.3

言葉の特徴や使い方

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

情報の扱い方

中学校
数学

領域 市 府 国 府比 国比

65.3 65.6 67.8 99.5 96.3

49.4 48.0 48.7 102.9 101.4

52.2 52.8 54.8 98.9 95.3

49.7 49.7 53.5 100.0 92.9

関数

数と式

図形

データの活用

中学校
英語

領域 市 府 国 府比 国比

59.6 61.9 66.0 96.3 90.3

56.3 57.2 58.2 98.4 96.7

40.1 42.5 43.1 94.4 93.0

聞くこと

読むこと

書くこと

高石市 大阪府 全国 対府差 対国差

国語 59 61 63.9 -2.0 -4.9

数学 55 55 57.0 0.0 -2.0

英語 51.7 52.3 52.9 -0.6 -1.2
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R5 R6 R7 R8 R5 R6 R7 R8

小 91.1 90.1 90.6 91.3 93.9 93.7 93.7 93.3

中 88.0 92.8 88.6 90.0 91.2 91.2 91.2 90.9

小 82.9 85.6 83.0 83.3 83.5 84.1 86.9 85.6

中 74.2 74.0 80.0 73.2 80.0 83.3 86.2 84.0

小 79.2 83.4 82.0 81.4 81.5 82.4 83.1 81.8

中 65.0 63.2 67.6 64.1 66.3 66.3 67.6 67.6

小 97.8 96.0 96.6 97.3 96.9 96.7 97.2 96.2

中 92.8 95.6 92.4 93.5 95.5 95.7 95.9 95.1

小 92.7 95.1 95.3 95.0 95.9 95.9 96.4 95.8

中 92.0 93.9 94.6 92.6 94.6 95.2 96.6 95.9

小 87.3 86.0 88.8 90.6 85.3 84.8 85.4 85.7

中 78.8 82.2 85.4 83.5 81.8 83.8 86.1 85.4

小 23.9 26.1 39.0 26.1 16.0 18.3 18.6 20.2

中 22.1 28.1 23.3 26.5 15.9 17.0 19.0 18.4

小 65.6 ＊ 72.4 60.8 62.6 ＊ 68.7 61.4

中 73.8 ＊ 78.4 67.6 71.0 ＊ 75.6 69.2

小 66.1 71.6 71.9 73.0 63.7 67.6 68.6 66.4

中 66.6 71.9 69.3 66.4 62.1 64.8 63.0 65.5

小 79.3 85.2 80.1 81.7 78.8 81.9 80.3 77.6

中 78.6 80.7 77.5 76.7 79.2 80.3 77.7 78.8

小 80.0 83.5 83.4 87.4 81.8 86.3 84.9 85.7

中 75.5 81.4 77.5 83.2 79.7 86.1 84.7 87.0

小 81.5 83.1 83.3 79.8 77.4 80.8 79.4 78.4

中 70.3 78.1 74.7 80.0 69.2 77.9 73.4 79.0

小 76.3 83.8 82.9 86.0 77.2 84.2 83.3 81.5

中 65.6 80.1 79.8 76.7 77.9 86.3 84.3 84.5

小 95.2 94.5 90.2 92.4 92.8 93.2 90.4 90.4

中 89.4 88.4 81.6 82.4 88.7 90.6 88.3 88.2

小 93.7 92.4 90.8 91.5 93.3 94.1 91.6 91.0

中 73.8 77.5 69.0 75.5 75.8 78.5 75.2 76.5

⑯ 中 89.6 ＊ ＊ 87.7 87.5 ＊ ＊ 87.6

※　表における「*」は、その年度、調査がなかったことを示します。

傾向について

⑦ 家庭学習の時間が30分より少ない（月～金）

算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たと
きに役に立つと思いますか

英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役
に立つと思いますか

⑧

⑩

⑪

⑫

⑬

⑮

⑭
国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役
に立つと思いますか

①の項目では、小中学校とも全国を下回りましたが、小中学校ともに前回より数値が上がりました。今後も継続して、
朝食の大切さを伝えるため食育「三つの朝運動」等の取組みを進めてまいります。
②③⑤の項目では、小中学校とも全国を下回りました。今後さまざまな教育活動を通して、人との関わりを大切にし、
自己肯定感・自己有用感を高める取組みやキャリア教育を進めてまいります。
④の項目では、小学校は全国を上回り、小中学校ともに前回より数値が上がりました。道徳教育や児童会・生徒会活動
等の取組みの成果が見られます。引き続きいじめは絶対にゆるされないという教育を進めてまいります。
⑥の項目では、小学校は全国を上回りましたが、中学校は前回よりも数値が下がりました。仲間づくりや授業改善を図
り、児童生徒が楽しいと感じ、安心して過ごすことのできる環境づくりを進めてまいります。
⑦の項目では、小学校は前回より数値が下がり改善が見られました。一人一台端末等を活用しながら、これからも家庭
学習の定着につなげてまいります。
⑧の項目では、小中学校とも全国を下回り、学校図書館を活用した取組みを継続させてきた成果が見られました。引き
続き学校が家庭と協力して、読書活動の推進に取り組んでまいります。
⑨⑫の項目では、小中学校とも全国を上回りました。今後も引き続き、主体的・対話的で深い学びの実現につながる授
業づくりを進めてまいります。
⑩⑪の項目では、中学校では全国を下回っていますが、小学校は全国を上回っています。⑬の項目では、小学校は全国
を上回っていますが、中学校は全国を下回り、前回より数値が下がりました。課題解決に向けて主体的に自分の考えを
他者にうまく伝えることができるよう授業改善を進めてまいります。
⑭の項目では、小学校は全国を上回り、小中学校とも前回より数値が上がりました。⑮の項目では、小学校は全国を上
回り、小中学校ともに前回より数値が上がりました。⑯の項目では、全国をやや上回りました。引き続き、授業の内容
が、より生徒の実生活に結びつくものとなるよう授業改善に取り組んでまいります。

人の役に立つ人間になりたいと思いますか

学校に行くのは楽しいと思いますか

学校の授業以外の読書時間が30分より少ない（月～金）

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わ
るよう、資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表して
いたと思いますか

あなたの学級では学級生活をよりよくするために、学級会
で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決め
ていますか

これまでの授業では課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいましたか

話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考
え方に気付いたりすることができていますか

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかっ
た点を見直し、次の学習につなげることができていますか

朝食を毎日食べていますか

質問項目

自分にはよいところがあると思いますか

⑨

単位は　％

高石市 全国

①

③

④

⑤

⑥

②

将来の夢や目標をもっていますか

いじめはどんな理由があってもいけないことだと思います
か

質問紙調査の結果概要
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本年度の全国学力・学習状況調査の結果を分析・考察した結果、国語科において、「言葉の特徴や使い方」の領域に

ついては、成果が見られました。しかし、「目的や場面に応じて情報を整理し、表現を工夫すること」や「文章を読ん

で内容を理解し、自分の考えをまとめること」に課題が見られました。 

算数・数学科において、「図形」や「データの活用」の領域については、成果が見られました。しかし、「問題場面

の数量の関係に着目し、二つの量の割合として捉えられる数量の関係について考察し、問題解決の方法を数学的に説

明すること」に課題が見られました。 

英語科において、「自分の置かれた状況などから判断して必要な情報を読み取ること」や「短い文章を読み、概要や要点

を捉えて考えや理由を書くこと」について、成果が見られました。しかし、「日常的な話題について、話を聞き、概要を捉

えること」や「日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を読み取ること」に課題が見られました。 

今回の結果をふまえて、本市の課題に応じて特に重点をおく学習活動として、 

「基礎的な知識・技能の確実な定着」 

「情報を整理・分析し、場面に応じた適切な判断を行い、効果的に活用すること」 

「根拠に基づいて判断し、言語・数値を適切に用いて自分の考えをまとめ、相手に伝わるよう記述すること」 

の３つが挙げられます。そこで、定着に課題が見られる指導事項の明確化や個に応じた指導を適切に行うための学

習形態等の工夫等を行うことが重要です。児童生徒の学びが深まるような授業改善とともに、TAKAISHIスタイル２

に沿った一人一台タブレット端末等の効果的な活用や大阪府情報活用能力ステップシート等を使った計画的な取

組みを進めてまいります。 

質問紙調査において、「学校の授業以外の読書時間が 30分より少ない（月～金）」については、小中学校ともに大幅

な改善が見られました。学校の実態に応じた効果的な読書活動に取り組んできた成果と考えられます。引き続き、読

書習慣が定着するよう、学校図書館を充実・活用し、学校と家庭が協力した読書活動の推進を図ってまいります。 

「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか」につい

ては、小中学校とも大幅な改善が見られ、小学校は全国を上回りました。引き続き、得られた情報や根拠に基づき判

断した内容について、言語・数値などを効果的に用いて他者に分かりやすく伝える力を育成する場面づくりを充実し

てまいります。 

「朝食を毎日食べている」については、小中学校ともに昨年度の数値より改善しています。今後も高石市で啓発し

ている三つの朝運動を通して朝食の大切さを伝え、食育等の取組みを進めてまいります。 

「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」については、小中学校ともに昨年度より数値が上がり、

特に小学校では肯定的回答が全国を上回っていました。道徳教育や児童会・生徒会活動等、様々な教育活動を通して

「いじめは絶対に許されない」という意識が向上するような取組みを進めてきた成果と考えられます。引き続き、児

童生徒が安心・安全に過ごすことのできる学校づくりを進めていくとともに、児童生徒の悩みや不安の早期発見・支

援を推進してまいります。 

「家庭学習の時間が 30分以下（月～金）」では、小学校で昨年度より大幅な数値の改善が見られましたが、依然と

して全国平均より多い状況が続いており、課題が見られました。デジタル学習コンテンツの活用や達成感につながる

学習課題等、子どもたちが主体的に家庭学習に取り組むことのできる工夫を図ってまいります。引き続き、ご家庭の

協力をお願いいたします。 

「自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表

していたと思いますか」や「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につ

なげることができていますか」については、小中学校ともに全国を上回りました。各校で課題解決に向けて主体的に

学ぶ力をはぐくむとともに、言語能力や情報活用能力をはぐくむ授業づくりやよむYOMUワークシートをはじめ、様々

なツールを活用した学習活動の研究などの取組みを推進してきた成果と考えられます。引き続き、児童生徒が自ら学

びを深められるような取組みを推進してまいります。 

「学校へ行くのは楽しい」については、小学校で改善が見られ、肯定的回答が全国を上回っている一方で、中学校

では課題が見られました。引き続き、学校全体で児童生徒が主体的な学びを深めることができる授業改善に取り組む

とともに、児童生徒が安心・安全に過ごすことのできる居場所づくりの充実を図ってまいります。 

「将来の夢や目標をもっていますか」「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」については、小中学校ともに昨

年度より数値が下がり、全国を下回っています。また、「自分にはよいところがあると思いますか」については、中学

校で数値が下がり、小中学校ともに全国を下回っています。様々な教育活動を通して、自己肯定感・自己有用感を高

めるとともに、人との関わりを大切にしたキャリア教育を進めてまいります。 

また、情報モラル教育に関わる取組みも充実してまいります。P.12に掲載の「ケータイ・スマホの使い方について」

等を参考に、スマートフォン使用に関するルール作りについて、ご家庭でも話し合ってください。 

【P.6より高石市教育委員会・各学校の取組みと、家庭・地域の皆様にご協力いただきたい点をまとめて記載しております。】 

調査結果から 

5



教育委員会による学校への指導助言事項 
各校に対して、下記の内容について重点的に指導助言を行います。 
 
 

 

・ 学校全体で分析を行い、児童生徒の課題解決のために『課題の明確化と授業改善（基礎基本の定着、言語能力の

向上）』『個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実』『学級づくり・学習規律の確立』『家庭学習の充実』の４

つの観点から取組み内容を具体化し、教職員一人ひとりが推進に取り組むこと。 

・ 各校においては、学力向上の取組みを一層推進するため、既習事項や児童生徒の生活経験と基礎的・基本的な知

識及び技能の意味や特徴を関連づけて、正しく理解できる指導の工夫に努めること。 

・ 得られた情報をもとに整理分析した内容を根拠に、言語や数値などを適切に用いて他者に分かりやすく伝える力

を育成する学習活動を充実させること。 

・ 上記の取組みを、年間を通じて PDCAサイクルを機能させながら継続的に実施することにより、児童生徒の確

かな学力の定着と、主体的に学びに向かう力の育成を図るとともに、各教科等で効果的に一人一台端末や学校

図書館を活用し、言語能力・情報活用能力の育成と読書活動の推進を図ること。 

 

 

 

・ 中学校区でめざす子ども像を共有し、その実現に向けた教育活動や校内研究体制の充実に取り組むこと。 

・ 既習事項や生活経験とのつながり、小学校から中学校への教育活動のつながり等、学習活動の円滑な接続を意

識した単元構想や授業計画に基づいた取組みを進めること。 

・ 大学教授等の外部講師を招聘し、最新の教育的知見や実践をもとに教職員の資質向上に努めること。 

・ 指導案作成の際、校内研究主題と正対しているか、子どもの課題とめざす子ども像をふまえた指導案となってい

るか等を共同で協議・作成する校内体制を構築すること。 

・ 他市町村の先進的な実践等の視察、キャリアステージに応じた研修の参加等、教職員が探究心を持ちつつ主体的

に学ぶ校内文化を醸成すること。 

・ 各校の好事例をホームページや研修等で発信し、市域全体に広めていくこと。 

 

 

 

・ 教職員が個々の児童生徒の課題を把握し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実をめざして授業改善

を図ること。 

・ TAKAISHI スタイル２に沿って、児童生徒の課題に応じて、一人一台端末等を効果的に用いた学習を進めるこ

と。 

・ 課題解決にむけた学びを主体的に深められるよう、個別・ペア・グループ・学級全体の活動等、様々な学習形態を

効果的に授業の中に取り入れること。 

・ 小学校において教科担任制を実施し、専門性を活かした指導を推進すること。 

・ 放課後に補充的学習機会として実施している「高石っ子学び舎」及び「高石っ子学び舎キッズ」について、一人ひ

とりの学習状況に応じて、保護者の理解と指導者との連携のもと、子どもたちへの個別の学習支援対策として実

施すること。 

 

 

 

・ 教職員が人権尊重の理念について深く理解した上で、組織的な研修体制を整備し、人権教育を推進できるよう実

践力を身につけること。 

・ いじめの積極的な認知を行い、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の専門家との連携を図り、

組織的な対応を行うとともに適切な支援を行うこと。 

・ 不登校への取組みについて、各種アンケートの結果分析や専門家を交えたケース会議の実施等により、児童生徒

理解を深めること。 

・ 不登校につながる要因の早期把握に努めるとともに、つれづれ教室や校内教育支援ルームを効果的に活用する

等、支援体制の充実を図り、児童生徒の社会的自立に向けた継続的な支援を推進すること。 

 

 

 

・ 自校の学力実態や、生活実態を PTA実行委員会や学校評議員会等、家庭や地域に対して具体的に知らせ、改善

策について意見を聞きながら、今後の方針を明確にすること。 

・ 「開かれた学校」のもと、家庭や地域と適切に連携しながら、次代の地域を担う子どもたちを育てていく素地を形

成すること。 

① 児童生徒の課題解決に向けた具体的な学習活動の推進 

② 円滑な小中接続をめざした校内研究体制の充実、学び合える教職員文化の醸成 

③ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の推進 

④ 心の教育の推進 

⑤ 家庭・地域との一層の協力関係の構築 
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☆ 今年度の調査から見える課題を踏まえ，各校が重点的に取り組むことを 

   下記に記載しています。 

 

高石小学校 

全国学力・学習状況調査から、本校では、自分の考えを表現したり、根拠に

基づいて理由を述べたりすることに改善の余地がある。そのため、自分の考

えをまとめ、他の人の考えを聞き、より良いものを見つけ、相手にわかりや

すく伝わる表現ができるようになるため、授業中に根拠に基づいた自分の考

えをもち、友だちと意見を交流する活動の充実を通じて、児童全員が主体的

に考えを交流する学習に取り組むことについて、推進を図る。 

 

羽衣小学校 

全国学力・学習状況調査から、本校では、「自分の考えを伝わるように書くこ

と」や「文章や資料・グラフを読んで理解したことに基づいて、自分の考え

をまとめて書くこと」という点に課題が見られた。そのため、授業の中で、

文章や資料グラフを照らし合わせながら読み取り、伝えたいこと・まとめた

いことを『根拠』に基づいて書く力を育成することについて、取組みの推進

を図る。 

 

高陽小学校 

全国学力・学習状況調査から、本校では、算数科に関して、図形や分数など

の基礎的な概念理解に加え、数量関係に着目して日常生活の問題を解決する

機会を持ったことにより、数や言葉を用いて根拠を説明する力に成果が見ら

れた。そのため、これからも、日々の授業の中で、豊かな言語活動を通して

自分の考えを形成・表現する力を高める取組みを継続するとともに、さらに

解き明かしたい疑問を積極的に見つけたり、友だちの読みに触れて自分の考

えが広がる楽しさを実感したりしながら日常生活につながる必然性のある学

びについても、取組みの推進を図る。 

 

取石小学校 

全国学力・学習状況調査から、本校では、「書くこと」や「知識・技能」・「思

考・判断・表現」等の学力指標、また、質問紙調査における回答状況につい

ても全体的に改善傾向である。しかし、子どもたちが「考える」力と習慣を

身に付けることについて改善の余地があるため、シンキングツールを活用し

て思考することを中心とした授業づくりについて継続して取組み、授業改善

を推進する。 

 

東羽衣小学校 

全国学力・学習状況調査から、本校では、自分の考えが伝わるように表現を

工夫し、目的や意図に応じて資料を活用するという点に改善が見られた。そ

のため、ICT 機器や思考ツールを活用し、収集した情報を整理し自分の考えを

まとめ、グループ活動を取り入れ表現する取組みを継続するとともに、さら

に情報活用能力の育成をはぐくみ「つながる・深まる・探究する」教科等横

断的な学びについても、取組みの推進を図る。 

学校での取組み 
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清高小学校 

全国学力・学習状況調査から、本校では、基礎・基本の定着が不十分であり、

相手に伝えたい気もちはあるものの、自分の考えを文章としてまとめたり、

伝わるように工夫して記述したりするという点に課題が見られた。そのため、

基礎・基本の定着とともに、話す・聞く力を育む「対話タイム」を継続し、

自分の考えをもち、表現する活動を充実させる。あわせて、学習課題を自分

事としてとらえられるよう、現在研究を進めている「単元を通した言語活動」

を取り入れた授業づくりについて、取組みの推進を図る。 

 

加茂小学校 

全国学力・学習状況調査から、本校では、国語・算数ともに基礎的な知識・

技能については概ね定着が見られる一方、文章や資料、表やグラフなど複数

の情報を比較・関連付けながら必要な情報を取り出し、目的に応じて考える

ことや、根拠を明確にして自分の考えを言葉や式を用いて説明・記述すると

いう点に課題が見られた。そのため、各教科において自分の考えを整理する

際、思考ツール等を活用し、情報を整理・比較・分析する力、考えの根拠を

明確にし、相手に分かりやすく表現する力の育成をめざした授業改善の取組

みの推進を図る。 

 

高石中学校 

全国学力・学習状況調査から、本校では、問題文や式の意味を読み取り、根

拠を明確にして考えをまとめること、表現を工夫してわかりやすく説明する

こと、考えのもととなる基本的な知識の理解という点に課題が見られた。そ

のため、ICT 機器を効果的に活用した取組みを継続して行いながら、思考ツー

ル等を用いて他者の考えと比較し自分の考えを整理する情報活用能力の育成

に向けた取組みを進めるとともに、基礎・基本的な力の定着に向け、朝学習

の見直しやデジタルドリルを活用した反復学習を行い、生徒の「考動力」「対

話力」「発信力」の向上をめざす取組みの推進を図る。 

 

高南中学校 

全国学力・学習状況調査から、本校では、「互いの立場や考えを尊重しながら

話し合い、結論を導くために考えをまとめること」に課題が見られ、自分の

考えを明らかにし、文章で表現する学習活動の充実を図る必要がある。その

ため、読書量と読解力の向上をめざし、全教科において、グループワークや

ペアワークといった言語活動を取り入れるとともに、学校図書館の活用や朝

読書の充実、新聞記事を基に作成された教材を活用した取組みを推進する。 

 

取石中学校 

全国学力・学習状況調査から、本校では、問題別で見ると、選択式の問題や

基本的な知識・技能を問う問題において、府平均を上回る結果が得られ、成

果が見られた。一方、「なぜそうなるか」など、理由を説明する記述問題や情

報を整理して自分の答えをまとめるという点に課題が見られた。そのため、

自分の考えをまとめる際、ペアワークやグループで話し合う機会を設定し、

他者の視点を取り入れる等、多様な意見に触れることで、自分の意見を再確

認する取組みの推進を図る。 
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家庭・地域にご協力いただきたいこと 

 

 

 

◆ 朝食をとることは、効果的に学習に取り組むためにとても重要です。毎日朝食をとって、朝か

らしっかり学習活動に取り組めるよう、また、健康的な生活が送れるよう引き続きご協力を

お願いします。 

 

 

◆ 各学校における「家庭学習のてびき」等を参考にしていただき、子どもたちの宿題の確認や学

校の予習・復習、デジタルドリルの活用等、自主的な家庭学習に対する意欲向上へのご協力を

お願いします。 

 

 

◆ ご家庭における読書の機会設定や子どもたちへの啓発についてご協力をお願いします。 

 

 

◆ スマートフォン・タブレットやゲーム機等の使用について、家庭におけるルール作りと、SNS

やインターネットの危険性について、子どもたちと話し合っていただき、適切な使用ととも

に十分な睡眠時間が確保できますようお願いします。 

 

 

◆ 「他人を認め、自分を大切にすること（自己肯定感）」の大切さをご家庭でもお話していただ

きますようお願いします。 

 

 

◆ 学校のさまざまな学力向上等の取組み(授業支援や図書、放課後学習活動等のボランティア

等)についてご協力をお願いします。 

 

 

◆ 学校の「ホームページ」や「グーグルクラスルーム」等をご覧いただき、行事や取組みへのご

理解とご協力をお願いします。 

 

 

◆ 各中学校区の「すこやかネット」の活動へのご参加とご協力をお願いします。 
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参考資料 

 

◆よむＹＯＭＵワークシート 

 新聞記事を基に作られた文章の要点を把握する読解力や文章から筆者の意図・事実を読み取る情

報整理能力を養います。継続的に取り組むことで、読書習慣の定着や基礎的な語彙力・文章構成力

の向上が期待できるワークシートです。 

◆TAKAISHI スタイル ２ 

次期学習指導要領を見据え、ICTを「資質・能力を育むための基盤」として活用するための 

４つの重点項目を示しています。これらに沿って、各校での ICT活用を推進しています。 
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◆高石っ子の学びを育む家庭での過ごし方について 

（高石市教育委員会から配付） 

小学校１年生から中学校３年生までの家庭学習を

行う際にヒントとなるポイント等についてまとめ

たリーフレットです。 

◆ 

◆高石市三つの朝運動（あいさつ・朝食・朝読書） 

（高石市教育委員会から配付） 

あいさつ・朝食・朝読書の大切さについてまと

めたリーフレットです。特に、朝食をとること

で体・心・脳によい影響があります。朝ごはん

を食べて、朝からしっかり活動できるようにし

ましょう。 

◆情報活用能力ステップシート 

（大阪府教育庁小中学校課発行） 

高石市では、このシートに合わせて児童生徒の

情報活用能力を育てる取組みを行っています。 

◆デジタルドリル 

一人一台貸与されたタブレット端末には、個別学

習に最適なツール「ラインズ eライブラリ」が入

っています。積極的に活用してください。 
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  ◆家庭でのタブレット端末の使い方について 

ご家庭で一人一台タブレット端末を活用する際は、学校から配付されている「タブレット活 

用のルール」を読んでいただき、安心・安全・快適に活用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ケータイ・スマホの使い方について 

（高石市教育委員会から配付） 

ケータイ・スマホ使用の家庭でのルールづくり・学校への持ち込み禁止等、使い方について 

まとめたリーフレットです。 
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小学校国語 

解説 領域「書くこと」に関する問題 

２ – 四   引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかが問われる問題です。引用する目的 

        を明確にすることや、その上で原文に正確に引用すること、引用した部分と自分の考えとの関係などを明確にし、 

        区別して書くことに課題があります。 

 

    領域「読むこと」に関する問題 

３ – 三(２)文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができるかが問われる問題です。既有の知 

           識や理解した内容と結び付けて自分の考えを形成すること、【文章】を読んで考えたことを、【文章】から言葉を取 

           り上げ、自分の経験と結びつけてまとめることに課題があります。 
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解説 領域「変化と割合」に関する問題 

２ –(３) 単位量あたりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その商から二つの広場のどちらの方が混んでいるのか

について判断できるかが問われる問題です。単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、示された式

が「1㎡あたりのペンギンの数」を求めているのか、「ペンギン１羽あたりの面積」を求めているのかを判断すること

に課題があります。 

 

２ –(４) 基準量、比較量、割合の関係が正しく表されている図を選ぶことができるかが問われる問題です。示された基準量

と割合から、比較量を捉えることに課題があります。 

 

小学校算数 
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中学校国語 

解説 領域「話すこと・聞くこと」に関する問題  

２ – 四 互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめることができるかが問われる問題です。 

一方的に自分の考えを主張するのではなく、互いの考えを捉え、共通点や相違点を踏まえながら話し合いが進展する 

ように、自分の考えを整理して伝えることに課題があります。 

 

   領域「読むこと」に関する問題  

４ – 四 文章を読んで、自分の考えを確かなものにすることができるかが問われる問題です。「構造と内容の把握」や「精査・

解釈」の学習過程を通して理解したことを基に、具体的な場面と結びつけながら、自分が文章をどのように捉え、解

釈したのかを振り返ることに課題があります。 
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中学校数学 

解説 領域「関数」に関する問題  

７ –(２) 数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかが問わ 

れる問題です。直線のグラフ、比例又は一次関数の式、表や数値から求めた割合などを根拠として明示し、求め 

たことを説明することに課題があります。 

 

   領域「データの活用」に関する問題  

９ –(１) 累積度数の意味を正しく理解しているかどうかが問われる問題です。相対度数や階級の度数、累積相対度数など

と混同しないようにする等、数学的用語を正しく理解することに課題があります。 
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中学校英語 

解説 領域「聞くこと」に関する問題  

４ 日常的な話題について、話を聞き、概要を捉えることができるかが問われる問題です。一つの話題に沿って話され

るなど、内容に一貫性のある英語の音声を聞き、一語一語や一文一文の意味に捉われず、話の全体的な内容を捉え

ることに課題があります。 

       

      領域「書くこと」に関する問題 

13        日常的な話題について、事実や自分の考え、気もちなどを整理し、まとまりのある文章を書くことができるかが 

問われる問題です。文章構成の特徴を意識し、全体として一貫性のある文章を書くとともに、出来事や事実を描 

写したり、考えや感想を述べたりする際、読む人によりよく伝わるよう、表現を工夫することに課題があります。 
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